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1 ) Seki, R.. Endo, K., Ikeda, N. (1988) Determinatlon of Radioiodine Species in Rain Water Col-

lected at Tsukuba near Tokyo, J. Environ. Radioactivity, 6, 21 3-217. 

2 ) Ooe, H., Seki, R., Ikeda, N. (1988) Particle-Size Distribution of Fission Products in Airborne 

Dust Collected at Tsukuba from April to June 1986, J. Environ. Radloactivity, 6, 219- 223. 

3 ) Kim, C. K., Seki, R., Ikeda, N. (1988) Determination of 237 Np in Soil Samples by Neutron 

Activation Analysis, Radioisotop~s, 37, 229-230. 

4 ) Ikeda, N., Seki, R., Kamemoto, M., Otsuji, M. (1988) A Possibility of (n, n') Activation Analysis 

for Technetium-99, Radioisotopes, 37, 414-415. 

5 )' Oki, U., Shoji, H., Ikeda, N. (1988) Recoil Behaviour of Central Metal Atoms in Cobalt and Zinc 

Phthalocyanine Mixed C.rystals, J. Radioanal. Nucl. Chem., Letters, 269-278. 
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1 ) GUl-1 J. o *., K. ISI{lZUl(A and J. Y. PYoN*(1988) Differential Absorption and Translocation of Ox-

yfluorfen between Selected Rice Cultivars The Korean Journal of Weed Science 8, 37-44. 

2 ) ISnlZuKA K., H. M,¥TSLiMOTO and H. HYAI~L3TAI(E*(1988) Selective Inhibitory Action of Chlomethoxy-

nil on Rice and Barnyardgrass and its Molecular Fate in the Light and Dark Weed Research, 

Japan 33, 41-48. 

3 ) Chalermchai WONGWA'rTANA and K. ISI{IZUI(A (1988) Herbicidal Activity, Absorption and Trans-

location of Clomeprop in Plant Seedlings Weed Research, Japan 33, 123-199. 

4 ) Chalermchal WONGwATTANA and K. ISHIZUl(A (1988) Metabolism of Clomeprop in Plant Seedlings 
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Weed　Research，Japan33，200－208．

5）Hi・・y・kiW・・・・…＊H．H．H舳・・l1・・dK．1・・1・…（1988）S．1。。ti。。。fC。。。。tC．11．T．1。。。。tt．

Bensulfuron　Methyl　and　The1r　Acetolactate　Synthase　Response　Weed　Research，Japan33，285－

　292．

岩城英夫（生物科学系）

　①ススキ群落を対象に，群落内微環境のhete．Ogene1tyの把握，草原から森林への遷移過程，特

　　に草原内に侵入した木本稚樹の定着と成長過程の研究を進めている。

　②都市の広域化に伴う生態系の変容は特に大都市の後背地において激しい。また，都市市街地に

　　おいても，都市生物相の行動。生態の歪みなどが見られる。これらの生態系の変化の実態を把

　　握し，都市生態系の管理の手法を確立するための研究を開始した。

　岩城秀夫（1988）生態学からみた環境科学，環境情報科学！7（ユ），7－11．

　川又由行，森徳典＊，岩城英夫（ユ988）原産地の違うアカシア類早生樹の実生の温度適応性，熱

帯林業13，26－31．

　Ta㎎，Y．H．，Washitani，1．，Tsuchiya，T．＆1waki，H．（1988）Fluctりati㎝of　photosynthet1c　phot㎝

f1ux　density　w三thin　a〃｛∫cω材ん〃∫∫｛一刎4∫｛8conopy．Eco｝．Res．3，253－266．

　岩城英夫（1988）生態系の構造と機能，河村　武，岩城英夫編「環境科学五，自然環境系」，朝倉

書店，東京，316pp，231－257．

川　手　昭　二（社会工学系）

　①東京都に所在する申小零細工場の取引関係，取引距離に関する調査を実施し，現在はその結果

　　の分析を行っているところである。

　②日本都市計面学会の都市計画セミナーNo．12の企画に参加し「ニュータウン開発と新しい計画

　　論の展開」を講演した。同時に「ニュータウン開発の将来展望を探る」パネルディスカッショ

　　ンを司会し，討論を行った。

ユ）川手昭二（1988）住宅地の文化形成を目指した計画立案過程の考察，横浜市調査季報　第97号，

　59－66．

2）川手昭二（1988）多極圏型地域構造の形成について，建設省・建設月報ユ988．10月号　2－3、

河村　　　武（地球科学系）

　中・小気候の形成要因に関する研究に関連して，都市の大気環境の研究・日本付近の逆転層の研

究を行った。また植物季節による古気候の推定を試みた。

　1988年4月にはソウルの韓国気象学会で招待請演“都市の大気環境”を，5月には日本気象学会

で藤原賞受賞記念講演“都市気候の研究の動向”を行った。！0月に東京で開かれた“第2回大気科

学と大気質への応用”国際会議のプログラム委員長，日本気象学会機関誌「天気」編集委員長等を
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務めた。

1）河村　武（1988）筑波研究学園都市における環境変遷，筑波の環境研究！1，！－9

2）河村　武（1988）気候変動と水資源，気象研究ノート162，185－195．

3）劉　発華，河村　武（1988）積雪が局地気温の日変化に及ぼす影響，水理実験センター報告！2．

　7－10．

4）Kawa㎜ura　T，Park　H－S．（1988）Urban　sensib1e　c1imate　in　Monsoon　Asia，Integrated　Studies　in

　Urban　Ecosystems　as　the　Basis　of　Urban　P1anning（m）ed．by　H．Obara　l03－1！4．

5）河村　武，岩城英夫編（1988）環境科学工　自然環境系　朝倉書店，東京，3五6頁．

黒　川　　　洗（社会工学系）

　交通需要予測の簡略化については学会発表をした。IFHPハーグ大会ではヨーロッパの大架橋，

大トンネルの都市への影響について共同研究をスタートさせた。1FHPの理事会（ハーグ）に出席し

た。マレーシア都市交通セミナーで日本における大量輸送機関導入方法について発表を行った。

SEATACセミナーでは討論を，市区改正100周年東京国際シンポでは都市基盤整備について討論を

した。J1CAの要請によりフィリピン大学の交通センター設立調査に参加。

1）石田，黒川，松村＊（1988）買物目的地選択における駐車場整備の効果について，日本都市計画

　学会研究論文集，No．23，403－408．

2）石田，黒川，中野＊（1988）小規模調査に基づく簡略的交通需要推定方法，土木計画学研究論文

　集No，6，225－232．

3）黒川，間瀬＊，松田＊（1988）新体系土木大学56，都市計画（n）一都市施設一，技報堂，東京，331pp，

　1一ユ76．

河　野　博　忠（社会工学系）

　1988年10月29－3ユ日に豊橋技術科学大学で開催された日本地域学会第25回国内大会に出席し，「日

本農業は如何にあるべきか：展望と管見I　～市場経済化と国際競争力保持への処方菱～」（DP，

pp．1－49）を発表し、かつ「地域発展における技術革新と文化的伝統」に関するシンポジウムのパネ

ラーを務めともに有益な成果を得た。

！）Higano　Y＊．，H．Kohno（August1988）Optin－a正reorganization　of　Greater　Tokyo：an　industria1co㎜一

　p1ex　of　agg玉omeration　and　scale　economies1，Environment　and　P1anning　A，20－8．1103－1120．

2）mgano　Y’＊．，H．Kohno（Septe㎜ber1988）Optimal　reorganization　of　Greater　Tokyo1an　industria1

　co㎜p1ex　of　agg1o㎜eration　and　sca1e　economies2，Environη一ent　and　P1am1ing　A，20－9．1145－

　1164．

高野健三（生物科学系）

　1．世界じゅうの海水の大循環の数値シミュレーション。2．世界じゅうの海洋表層中の熱量輸
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送の年変化。3．日本海・東シナ海・黒潮流域の海況の数値シミュレーション。4．1987年に筑波

で開かれた第4回日本海・東シナ海国際研究集会のプロシーディングズの編集，1989年4月に

Pergamon　Pressから発行の予定。5．仏。英・日本語海洋水産用語集の原稿作成をフランス側グ

ループと共同作業のもとにほぼ終了。

　Ichiye　T＊．，K．Takano（1988）Mesosca1e　eddies　ii3the　Japan　Sea，La　mer，26，69’75，

　Ichiye　T＊．，K．Takano，J．D．Mi1hman＊（1988）（edit）Japan，East　China　and　Ye王1ow　Sea　Studies，Proc．

3rd　JECSS　Workshop，Progress　i竈Oceanography，17，Pergam㎝Press，Oxford，163■399．

多　田　　　敦（農林工学系）

　水田を畑作に利用すると，土壌水分環境がどのように変化するかについて，圃場において調査し

た。作土下方にある耕盤層の処理の仕方によって，下層土の水分環境が異なり，作土への影響，大

豆への影響も異なることを土壌水分張力，葉の水分張力を指標として明らかにした。

　霞ヶ浦周辺の蓮根田の土壌物理的性質を調査した。

1）多田　敦（1989）大区画水田と水田構造，農業土木学会誌57（9），ユユ～ユ6．

2）雷浦　豊，多田　敦（1988）代かき土壌の沈下と透水性に及ぼす初期間隙比と排水位の影響につ

　いて一ハス田の土壌工学に関する研究（汀）一，農土論集ユ33，69－77．

3）金　　徹，豊満幸雄，多田　敦（1988）圧カトランスデューサを利用した迅速変水位透水試験法，

　土壌の物理性56，15－23．

谷　村　秀　彦（社会工学系）

　医療。教育・福祉などの公的サービスを供給するシステムを計画するための研究幸継続的に実施

している。本年度は，科研一般（B）で“医療施設選択行動の時系列変化に関する数量的研究”の初

年度の調査研究を行った。

1）廣川協一，栗原嘉一郎，谷村秀彦，冨江伸治，歳森　敦（1988）地域医療施設計画のための入院

　受療圏の把握，日本建築学会計画系論文報告書387，79－86．

2）植松貞夫，谷村秀彦，河村芳行＊（1989）複数図書館設置都市における図書館利用登録者の利用

　行動，日本建築学会計画系論文報告集395，40－47．

土　肥　博　至（芸術学系）

　以下の各テーマについて研究を行い，その一部を学会等に発表した。

　1）筑波の都市形成過程に関する経年的研究。

　2）都市近郊農村における居住環境整備計画の研究（科研一般（B））。

　3）景観計画の基礎的条件の研究。

　4）日本の戦後居住空問の変容に関する個人史的研究（学内プロ研）。
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　5）レジャー及びリゾート計画に関する基礎的考察及びケーススタディ。

1　土肥博至，若林時郎（1988）筑波研究学園都市における住民の生活と意識の変容について，日本

都市計画学会学術研究論文集23，337－342．

2　土肥博至，若林時郎，坂本　至（1988）筑波研究学園都市における民有地の市街化について（W），

筑波の環境研究u，11－23．

　土肥博至（！988）特集いま筑波が変わっている，エコノミスト66巻，57号，26－31．

　土肥博至（1988）混住農村におけるコミュニティ像，時事通信社厚生福祉．

　土肥博至，若林時郎（1988）筑波研究学園都市周辺地域における農業的土地利用，日本建築学会

大会学術講演梗概集，273－274．

中　村　以　正（応用生物化学系）

　不均質。不定時排出特性を有する小規模廃水の処理について検討した（1）。有機酸生産性糸状菌

の固定化および酵素固定化担体としてのアルギン酸ゲルの強化に対する高分子電解質複合体の適用

について検討した（2，3）。糖蜜醗酵廃液中のメラノイジン系色素の生物学的脱色について，嫌気

性細菌の検索及び固定化乳酸菌の機能をしらべた（4，5）。自然環境下での組換え体の利用の際の

安全性の評価に関する調査に参加した。

ユ）中村以正（1989）有機物および微量の水銀化合物を含有する廃液の硫化物沈澱処理，文部省重点

　領域研究研究報告書，N13－16．

2）Kokufuta，E．．S．Suzuki，I，Nakan汕ra（1988）F1occuIation　ofλ8μγg伽〃8τθγγθ〃∫with　po1ye－ectro一

　工yte　comp｝ex　and　production　of　itac0D…c　acid　with　thεf1occuΣated　myce1ia、∫Fθ〃惚，砿丁κ〃〃o1．，66，

　433－439．

3）Kokufuta，E．，N．Shimizu，H．Tanaka，I．Nakamura（1988）Use　of　po1yeIectro1yte　compIex－

　stabi1izedca1ciumaIginatege1forentrapmeritofβ一a㎜y1ase，B｛o工8c伽ω1，B｛oθ仰8，32，756－759，

4）Ohmono，S、，W．Dae㎎subha＊，H．Yoshikawa，M．Yui，K．Nozaki＊，T，Nakajima＊，1．Nakamura

　（1988）Screening　of　anaerobic　bacteria　with　the　abi1ity　to　deco正orize，molasses㎜e1anoidin，λgγ北．

　B｛o1．Cん〃κ．，5：≡…，2429－2435．

5）Oh㎜omo，S．，H．Yoshikawa，K．Nozak1＊，T．Naka畑a＊，W．Dae㎎subha＊、I．Nakan汕ra（1988）

　Continuous　deco1orization　of　mo1asses　waste　water　using三m㎜obi1ized　Lαけoわα6伽〃∫ん｛1gαγdづ｛ce正1s、

　λ厚γ北．B｛o1．Cんε舳．，52．2437－2441．

藤井宏一（生物科学系）

　1）寄生蜂（D伽αm舳∫bα∫α1兆，他）の種内・種間両競争の機構

　2）豆象虫（Cα〃o∫oわ舳ん〃∫6ん伽α・∫｛∫，他）の種内・種問両競争の機構

　3）寄生蜂一豆象虫による補食系の動態

　4）野生豆の豆象虫に対する抵抗性
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1）Shei，P、，T，Iwakは㎜a＊，K．Fujii（1988）Feeding　of　C〃αoわo閉∫刀ω北α㈹1arvae（Diptera：Chaobor－

idae）on　Cθγ耐〃榊肋榊〃d伽θ〃αand．0αクん〃｛αγo∫θαin　a　eutrophic　pond．Jpn．Cap　Li㎜no1I，49，227－

　236，

2）Shei，P．，T．Iwaklma＊，K．Fujii（1989）Popu1ation　dyna狐ics　of．0α〃〃αγ03θαin　a　sma1正，eut－

rophic　pond．Eco1，Res．，3，291－304．

3）Fψi，K．，M．Ishi㎜oto＊，K．Kitan1ura＊（1989）Pattems　of　resistance　to　bean　weevi1s（Bruchidae）

　iΩ”g〃α”α〃αfα一mungo　subRobata　comp1ex　infor㎜the　breeding　of　new　resista耐varieties．App，En－

tom．Zoo1．，24，！26－132．

4）米澤勝衛，佐々木義之，今西　茂，藤井宏一（1988）．生物統計学，朝倉書店，212pp．

山　口　誠　哉（社会医学系）

　昭和60年度，61年度，62年度，63年度にわたる文部省科学研究費補助金（一般研究（A））の補助を

受け，昭和60年以来継続して行った業績をまとめ「有害金属の脳血液関門通過に影響を与える因子

解胡の実験的研究」を平成元年3月にまとめ文部省に報告した。研究費総額11，O00千円で，このプ

ロジェクトの学会誌発表は26編（内外国雑誌は10編）である。尚，山口は1988年11月インド。ボンベ

イにおいて，K．M．Bhansaii賞を受賞した。

1）Hirokatsu　Watanabe，Nobuhiro　Shimojo．Ken－ichi　Sano，Seiya　Yamaguchi（1988）The　Distribu－

　tion　of　Tota1Mercury　in　the　Brain　after　the　Lateral　Ventricu1ar　Single　Injection　of　Methy1mercury

　and　G1軌athione，Research　Co㎜n，unications　in　Che孤ica互Patho1ogy　and　Phar凧aco旦ogy　VoI．60，No．！，

　57－69．

2）山口誠哉（1988）環境保健　一公衆衛生の課題と展望一　医学書院　公衆衛生　第52巻，第3号

　163－166．

3）山口誠哉（1988）『プライマリヘルスケア人材卒前卒後教育と生涯教育　一ジュネーブにおける

　WH　O職業衛生専門家委員会より一　聖マリア医学　第15巻，第ユ号，69－84．

4）加納克己，マリア・サンタマリア，渡邊祐子，山口誠哉（1988）『死亡統計からみた筑波研究学

　園都市の特徴　筑波の環境研究　第11号，57－62．

5）加納克己，山口誠哉（1988）肺癌死亡率の都道府県別年次推移に関する記述疫学的考察　厚生

　の指標　第35巻，第5号，25－29．

東　　照雄（応用生物化学系）

　1）火山灰土壌の国際的対比に関する研究の一環として，大韓民国済州島の玄武岩質火山灰に由

　　来する土壌の調査を行い，土壌試料を採取した。

　2）菅平高原実験センターで植生の遷移にともなうアルミニウム（鉄）・腐植複合体の形態変化に

　　ついて調べ，ススキ草原とアカマツ林下の黒ボク土では前者でアルミニウム（鉄）の重合度が高

　　いことが示唆された。
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1 ) Inoue, K *., and Higashi. T. (1989) Al-ancl Fe-humus complexes in Andisols, Proceedings of IX. 

International Soil Classificatlon Workshop, DSIR (New zealand) 81 -96. 

2 )~~ H~jl#(1989)7~ IJ Ji~Ei~;~~J~7~)[ti~!~ J~~~ *~LAJ>~-~~'-･=1･, ( 2 ), ･~;FtJ'~J~~['.*-~' 

1988i~ I )~ 2J~ j p=~]i{i:;~;*L~ f~l~~~) 3~li~~)iL}J~.'~I~"4~rTL, ;~~O)-~~;~2rQ'~~="-'/='na~):C~ LC~ ~~), ~ 

f._-~~~)~~ ･ ~/ :/;t~')t7 j~=~~~;z9fi~~~~ Lf._-. 

el~~1_Ll~til~~;_(rl._+,~*il~;i~'=~=~,;z~;~~l+~~ 5 ~ , 7 .~ 10FI {.~rf'~'~ f= 

~~~~l~~~ ;/ ;~. T Ji, i f~~~t~)~~ "Principles of Geoagraphical Information Systems for Land Re-
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i~~~:j~t~='=-'-"~'~~~. 97, 107-116. 

2 ) Hirano~, M., M. Aniya (1988) A rational explanation of crossprofile morphology for glacial val-

leys and of glacial valley development, Earth Surface Processes and Landfroms 13, 707- /~16. 

3 ) Aniya, M. (1988) Glaciel~ inventory for the Northern Pataqonia lcefleld, Chile, and variations 

1944/45 to 1985/86, Arctic and Alpine Research 20, 179- 187. 

4 ) Aniya, M., G. Cassasa* , R. Naruse* (1988) Morphology, surface characteristics and flow veloc-

ity of Soler Glacier, Patagonia, Arctic and Alpine Research 20, 414-421. 

5 ) Aniya, M. (1988) Landforms around Mt. Vechernyaya, near Molodezhnaya Station, East Antarc-

tica, Annual Report, Institute of Geoscience, Univ. of Tsukuba, 14, 25-29. 
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糸　賀　　　黎（農林学系）

　「持続性概念による自然保護の理論的実証的研究」という題目で，最近10年問の個別研究を博士

論文としてとりまとめた。本研究では，まず自然保護への環境科学的アプローチを，特に主体一環

境系を重視する立場から論じた。次に，わが国の農山村の伝統的環境保全システムにみられる持続

性の機能を実証した。さらに，わが国の国立公園等の白然保護問題を，持続性概念による地域活性

化の観点から実証的に論じ，最後に全体の理論化を試みた。

ユ）糸賀　黎（ユ988），利用志向の多様化に伴う白然公園計画策定のあり方，環境庁・国立公園協会編，

　「利用志向の多様化に伴う公園計画作成手法検討調査報告書L264pp，至一ヱ2．

2）糸賀　黎（1988），農林水産業の環境保全機能と生物資源の持続的利用，環境情報科学　17－4，

　1．

石　見　利　勝（社会工学系）

　都市，地域開発に関する研究として，兵庫県相生市都市整備基本構想，相生港マリンタウンプロ

ジェクト計画，西播磨臨海リゾート整備基本計画の策定に参画した。途上国都市計画研究として，

昨年6月タイ国を2週問訪問し，日本企業の立地に伴う土地管理上のインパクトを調査し，データ

を収集した。11月には，インドネシアを1ヵ月訪問し，インドネシアの土地管理のしくみとその運

用の実態を調査し，データを収集した。

1）樫野紀元，石見利勝他（1988）都市と建築の近未来，技報堂出版（株）20－33．

2）石見利勝（1988）インドネシアのカンポンにおける人々の生活，住宅VOL．37，（社）住宅協会

　59－64．

3）IWAM1T．，（1988）Real　Time　Infor㎜ation　Processing　System　Against　Seismicαty　Fire：Proceed－

　1㎎s　of2nd　Japan－Us　Workshop　on　Urban　Earthqむake　Hazard　Reducti㎝，UMTED　NATIONS

　CENTRE　FOR　REGIONAL　DEVELOPMENT　and　INSTITUTE　FOR　SOCIAL　SAFETY　SCIENCE，

　JAPAN．

臼井健二（応用生物化学系）

　本年度より除草剤を中心とした環境生化学・植物生長制御学の研究に着手した。

　（ユ）ニンジン等の培養細胞を用い，除草剤耐性機構及び薬害軽減作用機構を吸収・代謝・作用酵素

の面から解析した。

　（2）除草剤の代謝・分解反応に関与するグルタチオン転移酵素と選択作用性との関連について，数

種の植物を用い調べた。

1）Usui　K．，K．Uchiu㎜i＊，M．Kurihara＊，S．Tatsuki（1988）Sex　pheromone　co耐ent　i1パema1e　C舳o

　∫ψ卿∬α1｛∫W搬er（Lep1doptera＝Pyra1idae）reared㎝artificia1d1ets，App1．Ent．Zool．23，97－

　99．
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鵜野公郎（社会工学系）

　日本学術会議研連委員として，経済政策分野の運営に当たった。研究科プロジェクト「環境情報

ディスプレー装置を利用した教育システム」を拍追した。ヨーロッパ環境年にあたりイタリーで開

催されたシンポジウムに招かれ，環境と経済成長に関する論文を発表。オーストリアで開催された

国際産業連関学会で研究開発に関する論文を発表。国連大学（東京，ヘルシンキ）における環境プロ

ジェクトに参加した。

1）UNO，SmSH玉DO＊　eds．（1988）Statistica1Data　Bank　Systems，North－Holland，Amsterdam．

　420pP．

2）UNO，K．（1989）Measurement　of　Services　in　an1nput－Output　Framework，North－H〇三1and，Am－

　sterdam，402pP．

大橋　力（応用生物化学系）

　1）文部省科学研究費重点領域研究（1）「高密度生活空問の音環境における高周波音の生理的・

　心理的機能の検討と環境質評価」の研究代表者として研究活動を行った。2）環境視覚情報の指

　標化と心理評価について検討した。3）人為的ないし自然の視聴覚情報をインドネシア，ソ連邦

　グルジア共和国などにおいて収集し，また生理的影響に関して現地での実験も行った。4）プロ

　グラムされた自己解体による環境の原状回復について研究した。

ユ）大橋　力（1988）高密度生活空間の音環境における高周波音の生理的・心理的機能の検討と環境

　質評価，昭和62年度「都市圏の環境計画」基礎班　N34－Oユ文部省「人間環境系」重点領域

　研究成果報告書，ユ93－196．

2）大橋　力（1988）高密度生活空間の音環境について，日本木材学会居住性研究会，昭和63年度秋

　期講演会資料，1－30．

3）大橋　力，仁科エミ＊，河合徳枝＊（1988）環境高周波音の生理的りこ・理的機能に関する“トラン

　ス誘起モデル”とその検証，日本音響学会資料，1－8．

4）大橋　力，仁科エミ＊，渡辺典子＊，松尾梨江子（ユ989）トランス誘起性音楽の高周波成分につい

　て，日本音響学会音楽音響・電気音響合同研究会資料1

5）大橋　力（1988，印刷中）情報環境学基礎論，朝倉書店．

北　畠　能　房（社会工学系）

　科研費重点領域研究（1）「人為起源物質の制御にはたすリスク評価と管理手法の役割」班の中間

　報告書のとおりまとめに従事した。白神山地にかんする研究科プロジェクトの一環として，ブナ

　林の利用の現状について現地でヒヤリング調査をおこなった。環境資源論にかんする従来からの

　研究の一環として，環境資源の観点から霞ヶ浦の利用と保全の歴史を見直すことを試みた。なお

　公表論文の1から3は通称名にて発表したものである。

1）北畠佳房（1988），生活排水対策の社会経済的側面，かんきょう，13（6），30－32．
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2 )~L~14d~~h~;(1988) ~i+~=~~~.4~~~lJ'FJ~~~~4~~~ r~･~C7)~j"El(2)~~~+~~~~~lJfFI~~~:f~~f~* ~~~;~~~=;~~~/~'-;~~~~~i~-~:- ~~ 

, , , . .,*. ~*J , + .~!., 14-15. 

3 )~L~i4d~~t!5~;(1989) ~~~~:----'<1*~~:i~:~*7l~i~'F~~~ l);~~7'i~~~S! ~CI')i~i'* ~;rtf ~~~~~~~~*~t r)~rl~~l;~'=-<* ~f~ ~~'~~~tc:~~~fci~ '~ *= . + .**. .J 

G009 N15 O1 r)~~~~~;~~4'~~{ ~)~-lJ~~U I- I~ ~-t l) ;~ ~7 ~Pf~ ~ -+~E~~~~&1?~~~)~~+*'"U-~~ r~~~~f'~~in~~~*~~'J - - ,... .., ,1i;,.* I . ~ ~ ~  - -- = , 
316pp, 150l91. 
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2 ) Kumagai Y. (1988) A new type simulation model for a post-earthquake urban fire corresponding 

to any winds condition; AWlND-PUF, Second Japan-US Workshop on urban earthquake hazards 

reduction, Report of summaries, pl63. 

3 ) Kumagai Y. (1988) Impact analisys on improvement of disaster prevention facilitiesFrom a 

point of view of degree of refuge danger at a post-qual{e urban fire, 9WCEE, Abstruct volume 2, 

p342. 
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l ) Kokufuta E., N. Simizu, H. Tanaka, l. Nakamura (1988) Use of Polyelectrolyte Complex-

Stabilized Calcium Alginate Gel for Entrappment of /~ - Amylase, Biotechnol. Bioeng. 32, 756 -

759. 

Z ) Kokufuta E., N. Shimizu, I. Nakamura (1988) Preparation of Polyelectrolyte-Coated pll-Sensitive 

Poly (styrene) Microcapsules and Their Application to Initiation-Cessation Control of an Enzyme 

Reaction. Biotechnol. Bioeng. 32, 289- 294. 

- 56 -



3）Kokufuta　E．，S．Suzuki，I．Nakamura（1988）FIocculation　ofλ∫μγg〃｝ユ8亡〃γθτ｛∫w三th　Polye1ectro－

　Iyte　Comp1ex　and　Production　of　Itaconic　Acid　w1th　the　Fio㏄u1ated　Myceha，J．Ferment．TechnoL

　66，433－439．

4）Kokしi～ta　E．，Y．Yamaya，A．Shimada，I．Nakain雌a（ユ988）Preven亡ion　of　Limit1ng　Subs亡rate

　D雌usion　in　an　Immobi1ized　EnzyΩ／e　Reaction　System：Lectin－1Ωduced　Activation　of　Ge1－Entrapped

　β一D－Ga，actos三dase，Biotechno1．Lett．／0．30王一306．

5）Ko㎞futa　E、，K．Su㎜i，W．Wu，1．Na㎞mura（1989）Uphi11and　Se1ective　Thansport　of　Thiocyan－

　ate　Ioηthroむgh　a　BU1k　Liq山d　Me㎜br3三泥Contain｛ηg　Ferr三c　Tetrapheny1porpbyrjn　Co㎜p1ex　as　a

　Mobi1e　Carrier，Chem．Lett．184－188．

佐藤　俊（歴史人類学系）

　1988年7～12月の約5ヵ月間，ケニア北部の遊牧民に関する現地調査を行った。この調査の主眼

は，社会生態学的適応戦略の視点から互酬性原理のメカニズムを解析することにある。

　国内では，白神山地や院内銀山を訪ねて，ブナ帯山村の予備調査を行った。

1）佐藤　俊（1988），解説及び注釈，『マサイ族の少年と遊んだ日々』，どうぶつ社，東京，275頁，

　pp．272　－275．

2）佐藤　俊（1988），「遊牧民の2つの適応戦除一トゥルカナとレンディーレの社会・生態学的比較

　r香原志勢（編），『人類学講座　第9巻，適応』，pp，201－220，雄山閤；東京．

佐藤洋平（社会工学系）

　科研費一般研究（C）「都市発展と農村地域構造の変化」の課題のもとに，アーバン・フリンジに

おける地域構造分析をすすめた。筑波大学国際交流基金によりオランダからファン・リール教授を

招へいし，アーバン・フリンジについての比較研究をすすめるための準備ならびに研究の枠組につ

いて検討を行った。

！）橋本昭洋，佐藤洋平，丹羽冨士男（1988）農村整備政策の効果に関する研究，農土論集135，33

　－39．

2）佐藤洋平（1988）都市型社会における農村整備，農土誌56（ユO），61－70．

3）佐藤洋平（1988）分散土地所有と土地利用転換，農土論集137，56－63．

4）丹羽冨士男，佐藤洋平（1988）緑空間の保健休養機能の測定，環境情報科学17（4），31－36．

5）佐藤洋平（1988’）管理協定に見るオランダの農村資源管理政策，農村計画学会誌7（3），ユ9－27、

下條信平（社会医学系）

　メチル水銀・エチル水銀・フェニル水銀及び金属水銀で暴露した各種動物の水銀中毒発現メカニ

ズムの相違点を相互的に解明するために，まず非破戒放射化分析法で生体の水銀分布を測定し，次

いで，動物の経日的行動量並びに周期リズム変化を明らかにした。又，脳の神経学的部位における
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理解を求めるための方法を検討した。

1）Tezuka　T．，T．Otsuka（1988）Activation　cf　moiecular　oxygen　i耐o　hydrogen　peroxide　v｛a　α一

　azohydroperoxic－e．AGenerationofhydrogeI／peroxidefromorganichydroperoxidebythean／ine－

　base　cata1yzed　reaction，Chemistry　Letters，175！＾ユ754．

2）Tezuka　T．（！988）Activation　of　n1oiecular　oxygen　with　hydrazone．Generation　of　hydroxy1radic－

　a13nd　peroxycarboximidic　acjds　fro㎜　α一azobenzy1hydroperoxide，Stびdy　of　Organic　Chenユistry

　33，E1sevier　Sci．Pud．，350pp，157－162，

3）手塚敬裕（1988）化学物質の種類と特性，河村・岩城編　環境科学工，朝倉書店、316pp，165－

　184．

4）手塚敬裕（1988）α一アゾヒドロペルオキシドから共後ベンジル型カルバニオンの発生と反応及

　びM　Oとの関係，科研総合A研究成果報告書（代表，都野雄甫）「有機化学における反応理論の体

　系化」，244pp，66－77．

目端康雄（社会工学系）

　都心居住市街地の変容と都市計画課題について研究調査をまとめた。都市再開発問題について，

ケンブリッジ大学の研究グループと共同ワークショップをケンブリッジ大学において行った。地区

計画に関するこれまでの調査研究を体系化し，単行本として出版した。

1）日端康雄（1988）都市再開発の展望　新都市　7－12，

2）日端康雄（1988）土地利用計画の詳細化の課題と展望，都市問題研究455，69－801

3）日端康雄，山野雄平，永見育子，宮沢克己（1988）東京の都心居住市街地の変容　（財）第1住

　宅建設協会　！35pp．

4）日端康雄（1988）東京から英米大都市再開発の動向を読む，都市計画155，17－23．

5）日端康雄（1988）ミクロの都市計画と土地利用，（株）学芸出版杜，384pp．

森下豊昭（応用生物化学系）

　主要な研究課題

　1）植物の塩分抵抗性機構一塩分環境の変動に伴う植物の浸透圧調節とイオン輸送

　2）植物のアルミニウム抵抗性の種および品種間差異の発現機構

　3）わが国の産米に含有されるカドミウムの白然賦存濃度とバックグランド汚染の評価

1）香川邦雄，菅沼浩敏，上田夫，森下豊昭（1988）塩水灌概がアルファルファの成育，飼料成分組

　成並びに養分収量に及ぼす影響，熱帯農業32，（4），2ユ5－222．

2）Toyoaki　Morishita（1988）Treatment　and　Use　of　Sewage　Eff1uent　for　Irrigation，Edited　by　M．B，

　Pescod　and　A．Arar，But亡erworths，London，388pp，64－84．
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安　田　八十五（社会工学系）

　63年度は主に東京問題及び空き缶問題の2つに焦点をあて研究活動を展開した。東京問題を首都

圏の中でとらえ，東京湾問題及び横浜などの周辺都市問題などを研究し，単著にまとめた。空き缶

問題は筆者の考案したツクバ方式が全国20ヶ所以上に広がったので，その現状と問題点を現地調査

及びアンケート調査の方法で調査研究をすすめた。

1γasuda，Y．，（1988）Tokyo　On　and　Under　the　Bay，JAPAN　QUARTERY，35，118－126．

2）安田八十五（ユ988）「ツクバ方式空き缶回収システムの展開」，企業環境，ユ5，1－！9．

3）安田八十五，亀岡　誠（1988）「横浜のアイデンティティ」浜っ子，！1，1王一！6，

4）安田八十五（ユ988）「首都圏における土浦の展望と課題一土浦水際都市構想一」会議所つちうら，

　239号及び240号

5）安田八十五（1988）「こうすれば東京は暮らしやすくなる一サラリーマンのための首都圏改造論

　一」，太陽企画出版（単著）．

斉藤隆史（生物科学系）

　1．ムクドリにおけるinitia1popu1ationの繁殖生態の調査。　2．シジュウカラにおける非繁殖

　　期の社会組織と繁殖結果の関連についての解析。

　3．シジュウカラのroosti㎎siteと番維持に関する解析。

　Saitou，T（1988）Wi耐er　f1ocks　with　over1appi㎎ho㎜e　ra㎎es　in　the　Great　Tit，Proc．㎞t．Om，

Cong．X互X（Ottawa）：2391－2401、

佐久聞　泰　一（生物科学系）

　借地による大規模水田経営の事例を調査し，植付期作業体系を検討した。その結果，①植付期の

作業時間を分析し，区画内作業とそれに必要な区画外作業および通作・移動にかかる時間を推定し

た。通作・移動にかかる時間は約30％も占め，区画内作業の時問は半分にも達していないことがわ

かり，②植付期の可能面積を大きくすることについては，区画の拡大は少ししか寄与せず，耕地の

集団化が大きく貢献することが明らかになった。

関　李紀（化学系）

　1）高フォールアウト地域として知られる福井県奥越高原牧場の土壌を採取し，．日本における環

　　境放射能レベルについて研究した。

　2）長半減期放射性核種の環境中での挙動を調べるため，I－129，Tc－99，Np－237の分析法を研究

　　した。

　3）奥越高原牧場の土壌を分析し，口29，Tc－99，Np－237を深度別に定量した。

1）Ikeda　N．，Seki　R、，Kamemoto　M、，Otsuji　M．
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APossibi旦ityof（n，n1）ActivationAnaRysisforTechnetiu口1－99．Radioisotopes，37，414－4！5．

2）Kim　C．K．、Seki　R．，Ikeda　N．

Determination　of237Np　in　Soi1Sa㎜p1es　by　Neutron　Activation　Analysis．

Radioisotopes，37，229－230．

3）Ooe　H．，Seki　R．．Ikeda　N．

　Partic正e　Size　Distribution　of　Fission　Products　in　Airbome　Dust　Co11ected　at　Tsukuba　from　April

toJびne1986．

Journa亘of　Environ㎜entaI　Radioactivity，6，219－223，

4）Seki　R．，Endo　K．，Ikeda　N．

Deter㎜1nati㎝of　Radioiodine　Species　in　Rain　Water　Col1ected　at　Tsukuba　near　Tokyo，

Journal　of　Environnlenta1Radioactivity，6，213－217．

困瀬則雄（地球科学系）

　日本における地下水汚染の事例を収集し，その実態と特徴を明らかにした。茨城県大洋村におけ

る合成洗剤，長野県菅平における農薬（PCNB）による地下汚染の状況について現地調査を，有機塩

素の溶剤による地下水汚染についてはデータ解析を行った。

　下水処理水を利用した清流復活事業である玉川上水の調査を継続した。

　筑波山東麓を中心とした山地の地下水についても，地形との関連で検討した。

1）田瀬則雄（！988）日本における地下水汚染の発生状況，ハイドロロジー18，工一13．

2）田瀬則雄（1988）日本における地下水汚染の事例と発生の背景，地下水学会誌30，103－108．

3畑瀬則雄，秋山　聡，細野義純＊（1988）玉川上水における再通水の環境科学的評価一流水の水

　質一，筑波大学水理実験センター報告12，65－69．

4）佐伯明義，田瀬則雄（1988）浅問山北麓の地下水と湧水の水質，筑波大学水理実験センター報告

　12，　57－63．

5）田瀬則雄，佐伯明義，伏脇裕一（1989）浅間山北麓における殺菌剤PCNBによる地下汚染，地下

　水学会誌31，31－37．

中村　　徹（農林学系）

　1）筑波研究学園都市の植生について，その現状と変遷についてまとめた。

　2）秋田・青森両県境の白神山地における青秋林道開発問題について，現地のブナ林の生態調査

　　や観察等にもとづいて考察した。

　3）中国内蒙古自治区シリン河流域の草原植生について記載した。

1）申村　徹（1988）スキー場植生の植物杜会学的研究，筑波大学農林学研究4，1～142．

2）中村　徹（1988）白神山地における青秋林道開発，土地改良測量設計28，1～3．

3）陶山佳久，申村　徹（1988）アカマツ人工林におけるアカマツ当年生実生の個体群動態，日本林
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tion using_ Braun-Blanquet's method in somc areas of Xilin River basin in Inner Mongolia, Bull, 
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Hisaiima S., K. Y. Paek, K. Namwongprom*, S. Subhadrabandhu* , and K. Ishizuka (1988) Microp-

ropagation of peanut plant through reproductive organ culture in vitro, Proceedings of International 

Symposium on Appllication of Biotechnology for small Industries Development in Developing Coun-

tries in press. 

Hisaiima S., K, N. Nawongprom * , S. Subhadrabandhu * , and Y. Arai (1988) Mlcropropagation of 

cucumber plant through reproductive organ culture and semi-acquaculture of regenerated plants, 

Proceedings of International Symposium on Appllication of Biotechnology for small Industries De-

velopment in Developlng Countries in press. 
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sue culture nursery/plant industry, Proceedings of International Symposium on Appllication of 
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2 ) ISHIZUKA, K., H. MATSUMOTO, H. HYAKUTAKE (1988) Selective inhibitory action of 

chlomethoxynil on rice and barnyardgrass and its molecular fate in the light and dark, Weed Re-
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search Japan 33, 41 -48. 

3 ) CHINAWONG, S., H. MATSUMOTO, K. ISHIZUKA (1988) Comparative study on effect of simet-

ryn and dimethametryn on growth of tropical rice culti¥'ers, Weed Rese'arch Japan 33 (Suppl.) 19 

-20. 
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